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［拠点形成の目的］ 
高度に機械化・情報化が進む社会で

は，人間の脳機能全体の特性を顧みる
ことなく，特定の利便性の追求の下に技
術開発が進んでいる．ネットワークによる
大量の情報流通や，自動車や携帯電話
による究極的ともいえる利便性向上はま
さにそのような例である．このような，現
代社会は，子供から成人，高齢者に至
る人間の脳に過大な負担をかけ，その
人間らしさを奪う危険性をはらんでいる． 
この現代社会の発展を健全な方向に

導くためには，人間の脳の高次機能（=
認知脳）の理解に基づきながら，生体計
測機能により，人間に情報提供する情
報・機械システムの開発が必要となる． 
本拠点では，医学系研究科と連携機関の国際電気通信基礎技術研究所（ATR）が誇る世界的な脳研究と

脳‐機械インターフェースを仲介に，人間科学研究科による日本最大規模の認知心理学研究と，工学研究
科，基礎工学研究科およびATRによる世界的な人間指向のロボット研究を結びつけることで，脳の高次機能
の理解に基づくロボット学を介して人間に親和的な情報・機械システムを創成する．これを認知脳システム学
と呼び，文理融合型の新たな教育研究分野を確立するとともに，大学院における教育・研究を新しい時代に
適応するよう再編する．  

大阪大学における人間指向のロボット研究は，従来の機械的なロボットの開発ではなく，人間理解に根ざし
た，人間の知能や発達を理解するための研究であり，そこでは，人間と機械の関わりにおける基本問題を扱
ってきた．一方，認知科学は生体情報測定機器や動作・視線検出装置など新たなツールと共に発展してきた
が，近年ではそのツールとして，ロボットやセンサネットワークが注目されている．これらの背景のもと，本拠点
では，人間理解の研究を展開しながら，人間が適応しやすい，人間に優しい機械システムを実現するための
ロボット研究と認知科学が融合した教育・研究を展開する． そしてこれらに，脳研究が加わることで，認知科
学研究が扱う高次脳機能をより精緻に探求できると共に，ロボット研究においても，脳科学・認知科学的知見
に基づく，より人間に適応したシステムを実現でき，現代社会における問題を解決する未来の工学システムの
設計指針を具体的な形で提案できる． 

［拠点形成計画の概要］ 
本拠点では，上記の目的に向けた5年間

における教育研究活動の場として，4つの融
合教育研究グループを構成する．認知脳シ
ステム学は拠点全体の研究活動を包含す
るもので，科学哲学的考察を通して教育研
究の方向性を見定め，その学問体系の確
立を目指す．認知科学・脳科学融合研究
は，脳機能イメージング技術を基に，従来
の認知心理学で扱われてきた記憶や推論
などの高次脳機能（認知脳）の解明に迫る．
脳科学・工学融合研究では，人と情報・機
械を直接結びつける，ブレイン・マシン・イン
ターフェース（BMI）の研究に取り組む．認知脳システム開発研究では，認知脳研究とBMI研究の成果を基
に，人間の脳への負担を軽減する未来の情報・機械システムのプロトタイプを開発する． 
一方，これらの融合研究は，未来社会を支える研究者・技術者・経営者の育成を目指す教育プログラムに

よって支えられる．このプログラムは，世界的なロボット研究と脳研究をもとに構築してきた国際連携上で展開
されるキャラバン，合宿形式で融合領域研究の方法論を教示する創起塾，学生との対話を密にする創成塾
を特徴として持つ．さらに，部局間および連携機関との密な連携と拠点の恒常的維持を目的に，建設予定の
新棟に拠点のための十分なスペースを確保する． 
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［採択理由］ 
 

認知脳理解に基づく未来工学創成を目指す世界的教育研究拠点であり、従来の文理融合型の教

育・研究拠点を発展させ、将来構想が明確になっており、また、これまでの教育研究活動、特に、

研究面においては、既に世界水準の極めて優れた実績を有し、計画全体が高度機械化・情報化社

会におけるニーズに応えるとともに、拠点リーダーの強力なリーダーシップにも期待できると評

価できる。  

人材育成面においては、大学院学生や若手研究者に対する「創起塾」「創成塾」「キャラバン」

の３本柱による育成プランは、ユニークかつ魅力的であると評価できる。また、拠点形成計画の

目的である未来工学創成に対応して、脳・ロボット・認知の基礎学力と３分野融合に取組む構想

力・展開力・コミュニケーション力を培うカリキュラムや、複数アドバイザー制度による指導体

制が計画されており、特にグローバルアライアンスによるキャラバンの取組みや、学位取得プロ

セスにおける課題提案型選抜の導入への取組みについては高く評価できる。  

研究活動面においては、特に、脳研究とロボット研究に関しては、卓越した研究成果と世界的

に優れた人材を有し、また、この分野における質の高い国際拠点と数多くのネットワークが構築

され、国内の連携機関との連携関係も充実させており、研究連携の実効性も期待できる。更に、

工学中心の認知脳理解研究の拠点が設立されることは、わが国の認知脳理解研究の進展に大きく

寄与するだけでなく、国際的な認知脳理解研究に対するインパクトも大きく、評価できる。 

ただし、「人間が適応しやすい、人間に優しい」機械システムを実現するためには、認知科学、

認知心理学の役割が重要であるが、脳研究とロボット研究に比較して、研究実績、人材ともに十

分とは言えず、更なる強化が求められる。また、本拠点形成計画の実施による大学組織改革につ

いては、具体的なプロセスを明確にしながら進める工夫が望まれる。 

 


